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1.2 論文を書く大学と書かない大学

1. 現状把握

出典：文部科学省科学技術・学術政策研究所 (2021年12月1日) 資料から
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1.3 理系分野の拡充を図る大学

1. 現状把握

出典：日本経済新聞社 (2024年6月26日) 記事から
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オープンサイエンス

IDの品質を向上させて

の利用を促進する

学認対応IdPホスティング

有用なSPの誘致、情報発信

認証基盤整備＝手段 SP利用＝目的学認加入状況

約325
約900

共同研究促進
↓

学認参加機関を
増やす必要あり

そう簡単で
はない

こちらが重要
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論文を書かない
大学

論文を書く
大学

〔オープンサイエンス普及ロジック〕
① 学認加入
② 学認対応認証基盤整備
② 次世代学認規程の準拠
③ GakuNinRDM等の
オープンサイエンス基盤の利用

〔オープンサイエンス普及ロジック〕
① 研究、教育、その他有用なアプリ(サービス)の把握
② 理系対応ITインフラとして学認を認識
③ 学認対応認証基盤整備
④ 次世代学認規程の準拠
⑤ GakuNinRDM等のオープンサイエンス基盤の利用

理系拡充事業に
採択された大学

2. 課題特定

2.2 オープンサイエンス普及ロジックに当てはめると、、、
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有用なSPの誘致、情報発信 = 学認SPカタログサイト → 文教サービスカタログサイト
・その結果、大学は
① 研究、教育、その他有用なアプリ(サービス)の把握できる。
② 理系対応ITインフラとして学認を認識できる。

3. 新たな試み

3.1 SPカタログサイトの開設と運用

・サービスプロバイダー紹介
・最新情報の維持。
・カテゴリ分け。

・事例紹介
・サービスプロバイダーがまとめた記事をリンクまたは素材提供してもらう。

・情報メンテナンス
・サービスプロバイダーによるメンテナンスを元にコミュニティ事務局が最終確認を行う。
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有用なSPの誘致、情報発信 = 学認SPカタログサイト → 文教サービスカタログサイト
・その結果、大学は
① 研究、教育、その他有用なアプリ(サービス)の把握できる。
② 理系対応ITインフラとして学認を認識できる。

3. 新たな試み

3.1 SPカタログサイトの開設と運用

文教サービスカタログサイトの開設と運用はどこで実施すべきか？
・今のNIIの中で実施できるか？

・サービスプロバイダーに対して公平性を保つ必要性がある
① 発信する情報内容に制限が加わる。
② 事例紹介の時間的なズレの発生。
③ IdP(大学)に対しての情報発信サイト＝宣伝サイトになっていく。

・今後検討が必要だが、NIIの許可を得て、取り敢えず、スタートしてみよう。
・受け皿探しから始めるとなかなかスタートできないと思う。

文教サービスコミュニティの構築の必要性
・文教サービスカタログサイトは、単なるIdPに対する情報発信の場ではなく、
サービスプロバイダーにとっても有用な情報交換の場となり得る。

・文教サービスコミュニティを構築することも併行して行う。
・逆AXIES的な発想
・正会員がサービスプロバイダーで賛助会員が大学。
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RCOS
・オープンサイエンス参加機関の増加

学認
・学認参加機関の増加
・オープンサイエンス認証基盤の構築

IDaaS事業者
・文教市場でのIDaaSビジネスの拡大
・顧客貢献と売上げの両立

大学/研究所
・よりよい教育の提供
～よりよいサービスの発掘と
効率的な利用の実現

サービスプロバイダー
・文教市場でのサービス提供の拡大
・顧客貢献と売上げの両立システムインテグレーター

・文教市場でのSIビジネスの拡大
・顧客貢献と売上げの両立

企業では、ビジネスでは売上→コミュニティ貢献ではなく、
コミュニティ貢献→売上というアプローチが必要ではないか

3.2 SPコミュニティの構築

SPコミュニティ
構築

文教サービスプロバイダー

3. 新たな試み
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3.3 概要図と分担

・文教サービスカタログサイトの開設

文教サービスコミュニティの構築

NII / 学認

4

取り敢えず
EXGENの費用負担で進める

3. 新たな試み

2024~2025
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学認

AXIES

NIAD

情報発信
・学認に参加している大学にとっては自組織IDを利用した
様々な学認SPの有効活用方法を知ることができる。

・学認参加校が増加する。
・サービスプロバイダーにとっては学認コミュニティに
対する宣伝の場となる。

サービスプロバイダー窓口
・学認にとってオープンサイエンスを推進する上で実施される
実証実験 (中規模実証実験や学認対応IdPホスティング)での
サービスプロバイダー側の窓口として機能する。

理系拡充事業を推進する上での支援
・理系学部再編を実施する大学に対して、学認への参加、
サービスプロバイダーの把握、ITインフラの要となる
認証基盤整備について支援を行うことが可能。

情報発信
・AXIESに参加している大学にとっては様々なサービス
プロバイダーの有効活用方法を知ることができる。

・AXIES参加校が増加する。
・サービスプロバイダーにとってはAXIESコミュニティに
対する宣伝の場となる。

3.4 文教サービスコミュニティと文教関係団体の関係性

3. 新たな試み

文教サービスカタログサイトの開設

文教サービスコミュニティの構築
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文教サービスカタログサイトの開設

文教サービスコミュニティの構築

サービスプロバイダーの拡大
・LMS切り口での小中高向けサービス
との連携

・1EdTec

ノウハウ共有推進サイト機能
・大学開発アプリの発掘、整備、

2次利用
・技術ノウハウ人材の紹介

2024~2025 2025~

3. 新たな試み

3.5 将来構想



4. 将来構想 (案)
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4.1 1EdTech連携

IdP

SP

データ連携

認証連携
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① 大学が独自に開発したアプリケーションは多く存在する。
このようなアプリケーションの中で、他の大学でも利用可能なものも多くあるはずである。

② 他の大学がこのようなアプリケーションを発掘する場が今はない。
AXIESや地域ごとの大学連盟のような組織がその役割を果たしている場合もあるが、、、、

③ また、発掘したとしても自力で導入するにはノウハウと工数が必要。

④ また、このようなアプリを発掘し流通させるためには、
①SaaS化 & SAML SP化、
②オープンソース化が必要と考えるが、
これらを担う工数や組織がない。

⑤ これらを整備する組織体が必要。

4.2 ノウハウ共有推進サイト

4. 将来構想 (案)



文教サービスコミュニティ

学認SP拡充チーム
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アプリ2次利用希望大学
文教サービス活用希望大学

アプリ

アプリ開発教職員

アプリ開発大学 ノウハウ共有推進チーム

大学アプリ
カタログサイト発掘

SAML 
SP化

オープン
ソース化

4.3 ノウハウ共有推進サイトの構築

SIer

コンサル / 技術提供

大学アプリ
技術支援Sier
紹介サイト

発信

カスタマイズ
導入

サービス
利用

導入
検討

4. 将来構想 (案)

文教サービス
カタログサイト

学認SP

小中高SP

融合

既存学認SP

学認SP候補
(SAML SP
対応可能)

整理

発掘

発信

技術ノウハウ提供大学

ノウハウ継承教職員

募集

募集

付随事業収入 副業収入

技術支援



文教サービスコミュニティ

学認SP拡充チーム

17

アプリ2次利用希望大学
文教サービス活用希望大学

アプリ

アプリ開発教職員

アプリ開発大学 ノウハウ共有推進チーム

大学アプリ
カタログサイト発掘

SAML 
SP化

オープン
ソース化

4.3 ノウハウ共有推進サイトの構築

SIer

コンサル / 技術提供

大学アプリ
技術支援Sier
紹介サイト

発信

カスタマイズ
導入

サービス
利用

導入
検討

4. 将来構想 (案)
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対応可能)
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付随事業収入 副業収入

技術支援

技術継承
・実践を通した技術継承
・付随事業収入

コスト削減効果

コミュニティ貢献を前提とした
ビジネス展開
例：InCommon Catalysts

ノウハウマッチングサイト
・目指すのはアプリケーションストアではなく学術業界のノウハウマッチングサイト
・アプリ ＆ サービス + ノウハウ  利用希望大学のマッチング

SPからの会費徴収で
運営
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